
1 

 

（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

（ 県立天草支援 ）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
自分らしく 元気に 持てる力を精一杯発揮し 人と関わりながら 主体的に学び生活する児童生徒の育成 

 

２ 本年度の重点目標 
＜かがやく児童生徒＞ 

〇元気で笑顔あふれる児童生徒 

  ・活力あふれる児童生徒の育成に向けた日々の授業の充実 

  ・心身の健康増進と体力の向上、食育の推進と保健指導（性教育）の充実 

  ・児童生徒の自立と社会参加に向けたキャリア教育・進路支援の充実 

〇仲間と仲良くする児童生徒 

  ・「認め合い、ほめ合い、励まし合い、助け合う」心の育成 

  ・よりよい人間関係作りを目指した人権教育の推進 

  ・「いのちを大切にする心」を育む指導の充実 

〇主体的に活動に取り組む児童生徒 

  ・学校・学部教育目標、年間指導計画等の根拠に基づく教育実践 

  ・児童生徒の実態を踏まえた諸計画の的確な立案と授業における具現化 

  ・児童生徒会活動の充実 

＜かがやく学校＞ 

〇地域に信頼され、地域とともにある学校 

  ・安心・安全な学校づくりの推進と防災体制の強化 

  ・特別支援教育のセンター的機能発揮のための諸事業の推進 

  ・学校運営協議会及びＣＳの継続と深化 

〇学習環境の充実と環境教育の充実 

  ・小・中・高の連携と各学部の持ち味を生かした教育の展開 

  ・組織的な環境教育の実施と評価（学校版環境ISOの取組） 

  ・ICTの活用による、授業力の向上及び校務の効率化 

  ・花と緑の環境づくり推進 

〇教職員間の協働 

  ・業務のスリム化と分掌部及び学部間の円滑な情報共有が可能となる組織的運営 

  ・専門性の維持・向上に向けた研究・研修体制づくり 

＜かがやく地域＞ 

〇交流及び共同学習の推進 

  ・近隣小中学校等との交流の充実 

〇各関係機関及び高等部移設に伴う関係部署との連携強化 

  ・天草地域特別支援連携協議会における関係機関との連携及び校内支援体制の強化 

  ・高等部移設に伴う天草拓心高校との交流及び地域理解の推進 

〇コミュニティ・スクールによる地域連携の継続 

  ・本校の教育活動についての情報発信及び地域人材活用の推進 

  ・地域資源を活かした授業づくりの推進及び地域貢献 

  ・地域と連携した防災体制の継続 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

学校 
経営 
 

安全・安心
な学校づ
くり 

・衛生管理・安全
管理を徹底す
ることができ
たか。 

・衛生面や安
全面におけ
るリスクを
最小化し、傷
病等発生の
未然防止及
び早期発見
に努める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・予防対策等
の共通理解
及び活動前
の確認・徹
底を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・日常的な健
康チェック
や学習活動
を通して、

Ａ 

・新型コロナウイル
ス感染症対策とし
て、給食配膳前の
健康チェックを実
施したり、感染拡
大期には給食配膳
を職員で行った
り、歯磨き指導の
有無を判断したり
とリスクレベルに
応じた校内周知を
図り、組織的な共
通対応を実現。 

・感染症予防のため
の項目を分かりや
すくイラストにし
て各クラスに配付
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・計画的に安
全点検を行
い、児童生徒
が快適に学
習できる環
境整備を図
る。 

衛生面及び
安全面に関
する話題を
取り上げ、
自己管理意
識の向上に
つなげる。 

・連絡帳等を
通して、保
護者との連
携を密にす
る と と も
に、「ほけん
だより」等
を通して積
極的な情報
提 供 を 行
う。 

 
・毎月行う安
全点検の結
果を迅速に
集約し、関
係者及び事
務部等と連
携を図りな
がら、各場
所の衛生面
及び安全面
の向上を図
る。 

し、児童生徒に担
任から保健指導を
行ったり、教室掲
示したりするな
ど、予防のための
対策を実現。 

 
・健康チェックカー

ドや日々の連絡等
で保護者と連携を
密にしながら、児
童生徒の健康状態
を把握。「ほけん
だより」にて学校
保健委員会での協
議内容や感染症予
防対策等を保護者
へ定期的に情報提
供。 

・安全点検の結果を
受けて円滑に関係
者及び事務部等と
連携して、各施設
設備の衛生面や安
全面での向上を実
現。 

・危機管理を徹底
することがで
きたか。 

・避難訓練の
反省等を踏
まえながら、
危機管理マ
ニュアルの
見直しや更
新を行い、安
全安心に過
ごせる環境
整備や体制
整備を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
・保護者や職
員の防災に
関する連携
強化及び意
識向上を図
る。 

・災害発生時
に身を守る
方法や体制
等を確認す
るための防
災教育、避
難訓練を定
期的に実施
する。 

・危機管理マ
ニュアルを
PDCAサイク
ルに基づい
て見直し、
より良いマ
ニュアルへ
の改善につ
なげる。 

・定期的に防
災通信を保
護者・職員
向けに発行
しながら、
危機管理や
防災に関す
る情報を積
極的に発信
・共有する。 

Ａ 

・定期的に避難訓練
や防災教育を実
施。訓練後には職
員にアンケートを
配付し、成果や課
題についての意見
を収集したこと
で、危機管理マニ
ュアルの見直しや
更新に反映。次年
度も定期的に避難
訓練を実施し、危
機管理マニュアル
を見直し、安全安
心な環境や体制を
整備。 

 
 
・各学期に防災通信

を作成し、保護者
に配付。今後も啓
発に向けて、定期
的に防災に関する
情報を発信。 

業務改善・
働き方改
革 

・効率的な業務遂
行によって、時
間外勤務を抑
制することが
できたか。 

・授業準備等
を含めた個
人の業務時
間を確保し、
効率的な業
務遂行に向

・業務等に対
する改善策
を集約し、
組織改革と
意識改革に
つなげる。 

Ａ 

・年度当初に業務対
応等に係る職員ア
ンケートを実施。
職員の困り感や要
望、アイディア等
を集約、共有し、正
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けた意識向
上を図る。 

 
 
・各種会議等
を積極的に
縮小、削減
したり、短
縮授業日を
設けたりし
て、業務遂
行に費やす
時間を生み
出す。 

・効率的・効果
的な教材及
び資料等の
作成及び活
用方法を学
ぶ機会を設
定する。 

規の勤務時間外の
従事状況を改善。 

・教育課程等を定期
的に見直し、保護
者等の同意を得な
がら試行段階を経
て、週１日の短縮
授業日を設定。 

 
 
 
 
・外部講師を招いた
り、定期的に情報
発信をしたりしな
がら、効率的な業
務遂行方法を習得
する機会を設定。 

不祥事防

止 

・風通しの良い職
場づくりに努
め、不祥事を防
止することが
できたか。 

・日頃からの
コミュニケ
ーションを
図りながら
職員間の関
係づくりを
深め、不祥事
防止に対す
る意識を高
める。 

・定期的に、教
職員が抱え
る困り感等
を集約し、
迅速に対応
しながら負
担軽減につ
なげる。 

 
 
・教職員のよ
さを受け止
め、運営委
員等が積極
的に認め、
褒 め る な
ど、自己有
用感を高め
合 っ て い
く。 

・不祥事防止
研修資料等
を活用する
など、日常
的に不祥事
防止に係る
話題を取り
扱い、不祥
事防止への
意識向上を
図る。 

Ａ 

・現状把握のための
アンケートを定期
的に実施しなが
ら、衛生委員会等
を中心に学部主事
等と現状の再確認
や改善策検討を積
み重ね、良好な職
場環境づくりを実
現。 

・学部運営や分掌業
務遂行において、
主事・主任がフォ
ロー体制を整え、
個々の力量に応じ
た役割分担や柔軟
な対応に努め、組
織力を向上。 

 
 
・不祥事防止に係る
情報発信を定期的
に行い、良好な職
場環境の在り方に
ついて職員間で共
有し合いながら、
不祥事に係る事象
発生を抑制。 

文書等の
共有・管理 
 

・文書等の各種情
報を共有しな
がら、文書管理
を徹底するこ
とができたか。 

・情報共有を
しやすい環
境を整備し、
使いやすい
ルールを周
知・徹底しな
がら文書管
理の意識を
高める。 

・情報共有を
するための
ツールを整
理し、スム
ーズな情報
共有ができ
るよう定期
的に見直し
を行う。 

 
 
・管理方法に
ついて周知
を行い、デ
ータ流出等

Ａ 

・ ゆ う ネ ッ ト や
Google Classroom
における情報共有
方法の整理を行
い、随時修正変更
を加えながら運
用。会議資料や周
知文書等の整理・
共有をすることが
でき、校務の効率
化が実現。 

・端末や文書の管理
方法について、マ
ニュアルを作成し
周知。USB等の機器
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を未然に防
げるよう整
備する。 

管理のアンケート
等を通して、一人
一人の情報取り扱
いに係る感度が向
上。 

授業 
の充実 
 

 

カリキュ
ラム・マネ
ジメント
の推進 
 

・ＰＤＣＡサイク
ルに基づき教
育課程を改善
することがで
きたか。 

 

・児童生徒の
実態に応じ
ながら、定期
的に教育課
程の見直し
や改善を行
う。 

・教育課程評
価表を用い
て、全職員
の意見を集
約し、教育
課程の改善
に つ な げ
る。 

 
・年間指導計
画に記録し
ている児童
生徒の評価
を用いて、
実態に応じ
た教育課程
へと検討、
修正してい
く。 

Ａ 

・Google Formsを使
用して、本年度の
教育課程等の在り
方に係る全職員の
意見を集約。その
意見を各学部の話
し合いで活用し、
次年度の教育課程
の改善に活用。 

・年間指導計画に児
童生徒の評価を入
力し記録。次年度
の年間指導計画作
成へ活用。 

・各種の計画ツー
ルを活用しや
すいように整
理することが
できたか。 

・活用方法や
作成方法の
統一を図る。 

 
 
・各種の計画
ツールの目
的を明確に
し、見直しや
改善を図る。 

・作成時期に
応じて、見
本や作成方
法の周知を
行う。 

・本年度の各
種の計画ツ
ールの活用
状況を把握
しながら方
策の検討を
行い、作成
及び活用の
効率と効果
を高める。 

Ｂ 

・作成時期前に見本
や作成方法の適宜
周知を行い、作成
方法を統一。 

 
・統合型校務支援シ

ステムの詳細がつ
かめず、計画ツー
ル等の整理や検討
を進めることが難
航。システムの導
入を行いながら整
理対応。 

効率的・効

果的な授

業づくり 

・一人一人の効率
的な授業準備
方法を含めた
授業実践力を
高めることが
できたか。 

・小グループ
による授業
研究の実施
により、効果
的な授業の
実践、習得を
図る。 

 
 
 
 
 
 
・校内研修に
係る取組に
より、ICTの
利活用を含
めた効率的
な教材準備
の在り方に
ついて、理解
を深める。 

 

・職員を縦割
りにして構
成されたグ
ループで授
業の研究に
臨むととも
に、それぞ
れのグルー
プが研究テ
ーマをもつ
ことで、課
題意識を高
める。 

・ICTの利活用
を含め、教
材研究をテ
ーマとした
研究通信の
発行や各種
研 修 に よ
り、授業実
践力の向上
に つ な げ
る。 

Ｂ 

・職員の縦割りグル
ープによる授業研
究を毎月実施。各
グループのテーマ
に基づき、児童生
徒の目標達成につ
ながる授業の在り
方や授業後の取組
について協議。外
部講師や、教育セ
ンターの活用。 

 
 
・計４回の研究通信
の発行。情報教育
部と連携し、ICT利
活用につながる環
境整備（年間指導
計画の様式見直し
等）を実施。 

・授業実践力向上の
評価にかかる指標
不備。職員アンケ
ートで段階評価を
実施し対応。 
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キ ャ リ
ア教育 
(進路 
指導) 
 
 

キャリア
教育の充
実 
 

・キャリア教育の
視点を踏まえ、
将来のために
今の生活や学
びを充実させ
ることができ
たか。 

・系統性を意
識したキャ
リア教育の
充実を図る。 

 
 
 
 
・卒業後の生
活をイメー
ジした高等
部現場実習
や中学部職
場体験を設
定し、各関係
機関と連携
を図りなが
ら内容の充
実を図る。 

・各学部の取
組状況を積
極的に共有
し、次のス
テージを意
識した実践
の質を高め
ていく。 

・生徒の実態
及びニーズ
を踏まえ、
労働及び福
祉の関係機
関と連携し
ながら実習
先の選定及
び提案を行
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・高等部卒業
後の福祉サ
ービス利用
に向けて市
町の福祉課
と情報交換
を行い、就
労アセスメ
ントやグル
ープホーム
の利用体験
などを計画
的に実施す
る。 

・中学部生徒
の職業観育
成を目指し
て職場体験
を 実 施 す
る。 

Ａ 

・分掌部会で各学部
の進路に関する情
報を共有し学部会
等で発信及び各学
部のニーズに応じ
た情報を提供。 

 
 
・面談での聞き取り
を踏まえながら現
場実習を実施。３
年生については相
談支援事業所等の
関係機関を交えて
進路の方向性を協
議。 

・７月に高等部校舎
にて事業所向け学
校公開を実施。地
元企業、行政、福祉
関係者が参加。こ
れをきっかけに進
路担当が地元ラジ
オ番組に出演し、
本校の進路指導に
ついて周知。新規
実習先の開拓を実
現。 

・コロナ禍の影響が
あったが、臨時実
習の設定や就労ア
セスメントの実施
方法の変更等で対
応。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・１０月に、障がい
福祉サービス事業
所にて職場体験を
実施。 

進路に関

する情報

発信 

・進路に係る情報
提供ができた
か。 

・保護者・職員
のニーズに
応じた進路
情報を定期
的に提供を
する。 

 
 
 
 
 
 
 
・職員及びPTA
を対象とし
た進路研修
を実施する。 

・進路に関す
る情報提供
として、全
学部に向け
「進路だよ
り」を年９
回発行し、
各学部にお
けるキャリ
ア教育の取
組について
年３回発行
する。 

・職員、PTA役
員の意見を
踏まえ、講
師招聘、視

Ｂ 

・進路だよりを全学
部向け８回、各学
部向け３回発行。
全学部向けが不定
期発行になってい
たため、次年度は
定期発行で設定。 

 
 
 
 
 
 
・コロナ禍により視
察研修の実施回数
が減ったが個別に
対応。 
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察研修及び
事例発表等
の研修を実
施する。 

・高等部保護者を対
象に、本渡年金事
務所による「障害
年金」の研修会を
実施。 

生徒 
(生活) 
指導 

 

交通安全
指導の充
実 
 

・登下校指導を含
め、交通安全に
係る指導を徹
底できたか。 

・外部情報の
活用及び関
係機関との
連携を図り
ながら、交通
安全に係る
意識の向上
と取組の徹
底を図る。 

・警察と連携
し、交通安
全の取組や
危険個所等
の最新情報
を児童生徒
に 提 供 す
る。 

・学部の実態
に応じて交
通安全教室
や自力通学
等講習会を
行う。 

・長期休業中
の交通安全
や居住地域
の危険個所
確 認 を 行
う。 

Ｂ 

・天草警察署から講
師を招聘し、横断
歩道体験や乗車体
験を行い、交通安
全について意識向
上を実現。高等部
についても外部講
師招聘を検討。 

・自力通学生に対
し、交通安全教室
を行い、交通ルー
ルや安全確認など
の理解を深化。 

 
・長期休業前に、天
草管内の交通事故
多発地区や、事故
件数等を天草警察
署に確認し、生徒
の安全意識向上を
実現。交通ルール
やマナー、法律に
ついても取り上げ
る必要性あり。 

校則の充
実 

 

・行動目標として
意識しやすい
校則へと改訂
できたか。 

・児童生徒に
とって分か
りやすい校
則の見直し
を行う。 

・児童生徒会
や PTA と も
連携を図り
ながら、禁
止や否定的
な表現では
なく、行動
指針となる
ような肯定
的な表現の
校則となる
よう見直し
を行う。 

Ａ 

・校内での検討後、
PTAと生徒会への
アンケート調査を
行い、肯定的な表
現や児童生徒主体
の文言、内容へと
見直しを実現。 

人権教
育の推
進 
 
 

人権教育
及び命を
大切にす
る心を育
む指導の
充実 
 

・児童生徒及び職
員の人権意識
を高めること
ができたか。 

・様々な人権
課題につい
て知ったり
考えたりし
ながら、各々
の人権感覚
を高め合う
機会を設け
るとともに、
人権教育に
関する指導
方法等の理
解を深めな
がら、授業改
善につなげ
る。 

・「第三次とり
まとめ」に
ついて確認
し 合 う な
ど、各々が
人権教育の
指導に反映
しやすい校
内研修を３
回 実 施 す
る。 

 
 
 
 
・児童生徒の
実態に合わ
せた人権教
育の在り方
について職
員間で情報
を共有し合
い、人権教

Ｂ 

・「第三次とりまと
め」について確認
し合うなど、校内
研修を３回実施。
アンケート集計の
結果から、人権課
題についてより深
くグループ協議を
行うことが必要と
判断。更に人権意
識を高めるため
に、事前に資料を
視聴するなど、研
修方法の改善が必
要。 

・児童生徒の実態に
合わせた人権教育
の在り方について
職員間で情報を共
有し合い、指導案
を再考する時間を
設定。 
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育の質の向
上を図る。 

・児童生徒が
掲げる人権
目標を掲示
しながら、
互いに人権
意識を高め
合う。 

 
 
・各学部で学期別の
人権目標を掲示。
高等部では、学期
の人権目標に合わ
せて、人権を大切
にするために生活
の中で意識する具
体的な行動目標を
立て、日々の生活
の振り返りを実
現。 

いじめ
の防止
等 
 

 

未然防止・
早期発見・
早期対応 

 

・いじめの未然防
止・早期発見・
早期対応の充
実を図ること
ができたか。 

・年２回のア
ンケートを
実施し、早期
発見につな
げる。 

 
 
 
 
 
 
 
・全職員に、い
じめ事案に
おける組織
的な対応と
法的な根拠
を周知する。 

・アンケート
による情報
収 集 に 加
え、学期ご
とに児童生
徒の気にな
る様子を職
員から聞き
取り、対応
策を含めて
共通理解を
図る。 

・職員研修を
実施し、具
体的な組織
的対応の在
り方や、い
じめ防止対
策推進法に
ついて理解
を深める。 

Ｂ 

・児童生徒と保護者
へのアンケートを
実施し、児童生徒
の悩みや家庭での
様子を把握。児童
生徒の気になる様
子を担任等から更
に集約が必要。 

 
 
 
 
・いじめ防止に向け
た職員研修を実
施。法的根拠や組
織的対応の方法、
手順を確認。 

地域 
支援 
 

 

幼保小中
高等学校
への支援
の充実 
 

・幼保小中高等学
校への支援の
充実を図るこ
とができたか。 

・地区コーデ
ィネーター
会議等で、地
域の課題や
ニーズを把
握する。 

 
・巡回相談等
において幼
児児童生徒
の実態及び
園内・校内支
援体制を踏
まえた助言
を行う。 

 

・支援エリア
内の地区コ
ーディネー
ター会議に
参加し、情
報を収集す
る。 

・巡回相談で
は、主訴を
明確し、個
別の支援と
全体のUD化
の二方向の
視点での観
察を行い、
各校（園）の
リソースに
応じた助言
を 適 宜 行
う。また、天
草地域連携
協議会巡回
相談連絡会
でも情報共
有を行う。 

Ａ 

・支援エリア内の地
区コーディネータ
ー会議へ１３回参
加し、地区コーデ
ィネーターと情報
共有及び対応策検
討を実現。 

・巡回相談実績のべ
１６２件。 

・学習や生活、進路、
特別支援学級の教
育課程、職員研修
等、多岐に渡る相
談に対し、困り感
を抱える幼児児童
生徒の言動を観察
し、言動の背景や
具体的な手立てに
ついて適宜助言。
天草地域特別支援
連携協議会巡回相
談連絡会メンバー
での情報共有を定
期的に行い、連携
した巡回相談を実
施。 

地域連

携(ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ･ｽｸｰﾙ

など) 

地域とと

もにある

学校づく

り 

・各サポート体制
の充実を図り、
めざす学校像
を実現できた
か。 

・CSビジョン
図において、
本校の実態
や取組目標
の共有を図

・全体研修を
行い、本校
のCSの取組
について全
職員で共通

Ａ 

・本年度の本校の実
態について各学部
で協議し、令和４
年度版ビジョン図
を作成。 



8 

 

 
 
 

り、CSの3つ
のサポート
チームでの
取組目標8割
達成を目指
す。 

理 解 を 図
る。 

・３つのサポ
ートチーム
の取組計画
及び内容を
学校運営協
議会委員と
共有しPDCA
サイクルを
機 能 さ せ
る。 

 
 
・３つのサポートチ

ームの取組につい
ては、分掌部会で
のPDCAサイクルを
機能させ、目標の
８割を達成。学校
運営協議会でも総
括し、貴重な意見
を集約。 

県立天草
拓心高等
学校との
連携 
 

・県立天草拓心高
等学校との連
携協力体制を
構築すること
ができたか。 

・施設等を有
効に活用し
ながら、教育
活動の充実
を図る。 

 
 
 
・体験活動や
協力活動、行
事等での交
流を推進す
る。 

 

・施設活用等
に関する定
期的な情報
共有の場を
設け、より
よい教育活
動につなげ
る。 

・共に生きる
ことの大切
さを理解で
きるよう、
生徒に関す
る共通理解
を図る場と
交流活動の
機会を積極
的に取り入
れていく。 

 
 
 
・合同での避
難訓練等を
行い、自然
及び人的災
害に対し、
的確な情報
収集及び共
有方法や役
割分担等の
協力体制を
整備する。 

Ａ 

・教育活動（授業及
び学校行事等）の
円滑実施に向け、
県立天草拓心高校
との施設活用等に
関する定期的な情
報共有会を月１回
実施。 

・共通理解を図るた
めの職員研修に、
本校特別支援教育
コーディネーター
及び進路指導主事
を講師として派
遣。 

・授業公開日に本校
職員が多数参観。
交流活動（フェス
タ、収穫作業、牛舎
見学等）を通して、
生徒理解及び交流
を実施。 

・共同防災訓練を２
回実施。実態に沿
う避難ルート、場
所、防災設備を確
認、防火管理体制
を確立。 

周年 

行事 
創立５０

周年記念

行事の準

備 

・創立５０周年記
念行事に向け
て、効率的に準
備を進めるこ
とができたか。 

・コロナ禍を
考慮した記
念行事の在
り方を定め、
計画的に準
備を進める。 

・職員の準備
負担を考慮
しながら、
スケジュー
ルや役割分
担を明確に
する。 

・他校の取組
状況等の情
報を積極的
に集約し活
用 し て い
く。 

Ａ 

・運営委員を中心に
役割分担を図りな
がら、創立５０周
年記念事業の各種
計画を作成。 

 
 
・令和４年度式典実
施校や特別支援教
育課と情報共有を
図り、計画を効率
的に検討、整理。 
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４ 学校関係者評価 
・様々な障がい特性がある児童生徒に対して、一人一人に寄り沿った教育活動が展開されてい
る。児童生徒にとって、楽しく充実した学びの場となっている。 

・熊本県人権子ども集会の取組報告動画が素晴らしかった。学校の楽しい雰囲気が伝わってき
た。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしっかり行いながら、教育活動の充実が図られて
いる。地域行事等ができない状況であるが、今後、交流等の充実に向けて地域との連携を大
切にしていきたい。 

・卒業後の生活を見据えた教育活動が展開されている。授業参観を通して、幼少期に携わった
子の成長ぶりを目の当たりにでき、教職員のきめ細かな対応に感謝している。将来的に必要
な力について精選した学習内容が求められている。 

・天草拓心高等学校への移転に関しては、当初は、多くの保護者が不安を抱いていたが、新し
い施設環境の中で、生徒たちが伸び伸びと楽しそうに学習に取り組む姿を通して、安心感、
喜びへと変化していった。交流等を通して、天草拓心高等学校の生徒にとっても、いい刺激、
学びになっているのではないだろうか。また、小中学部の児童生徒にとっても、ゆとりが生
まれ、落ち着いた生活環境になっている。 

 

５ 総合評価 
・学校教育目標の実現に向けて、新型コロナウイルス感染症の感染状況等を鑑みながら、教育
活動の充実を実現。日々の学習活動の高度化と学校行事や校外活動等の体験的な学習機会の
拡充を図りながら、主体的に学び生活する児童生徒の育成につなげることができた。 

・本年度の重点目標でもあった高等部移転に伴う円滑な学校運営に関しては、ICTを活用した
教職員間での情報共有方法の整備及びオンライン会議を活用。天草拓心高等学校との施設共
有調整、交流の実施等、様々な課題を一つ一つ発展的に解消しながら、新たな組織体制の整
備、確立につなげることができた。 

・カリキュラム・マネジメントに関しては、働き方改革を意識しつつ、教育課程等を随時修正。
研修の充実を図りながら、質の高い教育活動の実現に向けて、保護者との連携強化や授業準
備時間の確保、教職員の専門性向上につなげることができた。 

・学校評価の各項目に対する評価は、１８項目中１２項目（６６．７％）がＡ評価。「授業の
充実」にかかる項目において、新たな校務支援システムの導入への備え対応及びコロナ禍に
よる活動制限の影響により、Ｂ評価が多くなった。本年度の課題を踏まえ、各分掌部長等が
リーダーシップを発揮しながら、次年度の学校運営に生かしていく必要がある。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
・円滑な学校経営…業務の整理・効率化、働き方に係る意識改革、校舎間の円滑な情報共有 
・教育活動の更なる充実…自立活動の充実、各教科等を合わせた指導の理念と実践の整理 
・天草拓心高等学校との更なる連携強化…交流活動の充実、施設・設備の円滑な共有化 
・創立５０周年記念事業の充実…記念行事・式典の実施、効率的な準備対応 
・長寿命化改修工事に伴う環境整備…安全確保、教育活動の場の工夫、進捗状況の共有 

 
    


